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デジタルMATSUMOTO

パーソナルAI
- 個人でも自分のAIを育てて可能性を広げる時代 -

資料３



デジタルツインAI／AIガバナンスの社会実装に向けた活動を進めています
松本  敬史
大手外資系コンサルティングファーム シニアマネジャー
JDLA Deep Learning for Engineer2019#1
AIの社会実装及びガバナンスの専門家として活動。
従来より、産官学連携での共同研究に参画しており、
東京大学で開発した「リスクチェーンモデル」を用いて、AI
サービスのリスク検討のケーススタディを実施。現在では、
自身のデジタルツインAIとして“デジタルMATSUMOTO”
を開発し、日常的に利活用している。

AIリスクをマルチステークホルダーで検討する活動 - Risk Chain Model -
https://ifi.u-tokyo.ac.jp/en/projects/ai-service-and-risk-coordination/

自分のデジタルツインAIを日常で育てる - Digital MATSUMOTO -
https://note.com/takash

論文発表・研究成果

• Purpose Model Simulation - Purpose Formation of Multi-stakeholder by Dialog with 
LLM-Based AI (HCII2024/Springer Nature)
(https://link.springer.com/chapter/10.1007/978-3-031-59988-0_7)

• Risk Framework for the Use of AI Services Driven by Citizens Themselves 
(HCII2023/Springer Nature)
(https://link.springer.com/chapter/10.1007/978-3-031-34609-5_7)

• AIサービスに係る「実現すべき価値・目的」と「リスクシナリオ」の類型化 (人工知能学会2021)

• AIサービスのリスクコントロールを検討するためのモデル提案（人工知能学会2020）

• 対話型生成AI による自身のデジタルツイン化 “デジタルMATSUMOTO”（早稲田大学 Smart 
SE IoT/AIコース 2023年度最優秀賞）

• JDLA 「AIガバナンスとその評価」研究会（2020-2023）

• 経済産業省「AI事業者ガイドライン検討会」委員（2023/10-）

• 消費者庁「デジタル社会における消費取引研究会」委員（2024/6-）

リアル松本 デジタルMATSUMOTO

松本のパーソナリティ
と知識を反映し、
松本的に振る舞うAI

https://ifi.u-tokyo.ac.jp/en/projects/ai-service-and-risk-coordination/
https://note.com/takash
https://link.springer.com/chapter/10.1007/978-3-031-59988-0_7
https://link.springer.com/chapter/10.1007/978-3-031-34609-5_7




“デジタルMATSUMOTO”って何？
松本的知識を与えた「松本の松本による松本のためのパーソナルAI」

RAG(知識)

Communi
cation

Policy

Opinion

システム
プロンプト

色々なトピックに対するリアル松本の意見・考え(論点)
「日常的にAIを使った方が、ヒト自身も成長するんじゃないか？」
「サラリーマンのソウルフードと言えば、JRの駅蕎麦でしょ」

リアル松本が強く重視するポリシー
「人に価値観を押し付けないでください」
「何でもかんでも規制とかガイドライン作ろうとか言わないでください」

デジタルMATSUMOTOとの日常会話 (”Good” or ”Like me”)
リア松「あ、そういえば昨日デジタルMATSUMOTO取材したいって相談受けた」
デジM「おお、それは面白い話ですね！具体的にどんな内容を話したいとか、
何を聞かれるのかはまだ分からない感じですか？」

LLM
(AI)

松本のパーソナリティ・経歴(不変な情報)

3つのRAGから
知識を検索

RAGごとにボリューム・強度・
付属情報(日付や質問との
近さ等)を変えている



デジタルMATSUMOTOと”頭を整理する習慣”(note)



デジタルMATSUMOTOと”頭を整理する習慣”(note)
-リアル松本とデジタルMATSUMOTOの共同作業で2023年9月から毎日記事を投稿-

【デジタルMATSUMOTOの考察（2025/1/1）】今年は「教える力」を高めたい（https://note.com/takash/n/n6ec6f20ae8b6）

先程の考察について、以下の論点が含まれているか【〇】【✕】のいずれかで回答し、解説してください。
①今までAI開発もAIガバナンスも自力でコミットすることが多かった
②自力で実装し続けるのは体力が持たない
③他人が自走できるようにしたい
④手間でも自分の検討過程を残して、教えられるようにする
⑤教えるための時間も確保する

リアル松本が含めて欲しかった論点

①【〇】
先程の考察では、リアル松本が「自分で調べ、考え、話し、行動することが重要」と考えている点が述べら
れており、これが自力でコミットしてきた姿勢に繋がると解釈できます。

②【✕】
先程の考察では、自力で実装し続けることの負担や体力の問題には直接触れられていません。

③【〇】
「教える力を高める」という目標の中には、他者が自走できるように支援する意図が含まれていると考えら
れます。これにより、他人の成長やAIの正しい活用を促進することが示唆されています。

④【✕】
考察では検討過程を残すことやその重要性については触れられていません。

⑤【✕】
考察では「教える力を高める」という目標は述べられているものの、それに必要な時間確保については具体
的に言及されていません。

デジタルMATSUMOTOの回答 誤認識があればリアル松本がコメント

以下について考察してください。
・リアル松本は2025年の目標として「教える力を高めること」を掲げています

リアル松本

リアル松本が2025年の目標として「教える力を高めること」を掲げた点について、ポジティブな立場で考察し
ます。まず、「教える力」という目標は、単なる技術や知識の伝授に留まらず、相手の理解を促し、共感や
信頼を築く能力を含む広義のスキルを指します。この目標は、AIと人間が共生する社会において・・・

リアル松本とデジタルMATSUMOTOの関係性は、教える力の重要性を改めて示しています。（ 知識情
報を参照）「デジタルMATSUMOTOがリアル松本の個性や価値観を模倣するだけでなく補完する存在
としての役割を果たし、リアル松本の成長や内省を促進する」という【知識情報】に基づけば、教えるという
行為は、単に知識の伝達だけでなく、相互に刺激を与え合い成長するプロセスを含むと考えられます。特に
AIを活用した教育やコミュニケーションの中で、教える力を高めることは、AIと人間の協働をより円滑にし、そ
の価値を最大化するための基盤となるでしょう。

また、（ 知識情報を参照）教育の現場におけるAI活用に関する【知識情報】、「若年層からAIを活用
するリテラシーを高めることが重要」であり、「AIへの過度な依存を防ぎつつ、自分で考える能力を育む」こ
とが必要であるとの視点は、教える力の本質を捉えています。リアル松本が掲げる目標は、AIの可能性を
引き出すと同時に、AIに依存しすぎないための人間の知性や創造性を育む一助となるでしょう。
・・・
加えて、リアル松本が目指す「ヒトがAIを正しく使いこなす社会」という長期的な目標にも、「教える力」の向
上は寄与するでしょう。AI技術を正しく理解し、活用するためには、その本質や限界について他者に伝える
能力が求められます。リアル松本がこのような能力を高めることで、AIと人間の共生に向けた道筋を示すリー
ダーとしての存在感がさらに高まると考えられます（ リアル松本のコメント：リアル松本はリーダーとしての
存在感を発揮したいとは思っていないです）。
・・・

デジタルMATSUMOTOの回答（ドラフト版）

https://note.com/takash/n/n6ec6f20ae8b6


プライベート

社会

現在過去

2024年の振り返り
(2024/12/31)

偉大な日本人女性シリーズ
(2024/8/3,4,10,11,17,18,24,25, 9/1,3)

MLB史上初づくしで満場一致の
MVP(2024/11/30)

LLMを極めることはラーメンを極めるくらいの
覚悟が必要(2024/12/3)

実は文系の方が向いている？
プロンプトエンジニアリング(2024/8/8)

南北戦争の勝利はイノベーションの力
(2024/10/22)

「AIこわい」シリーズ
(2024/4/10-20)

AIで甦る過去の偉人の知見
(2024/12/10)

デジタルを活かすN高・S高が凄い！
(2024/6/13)

日本の高校生が日本語能力最強の
7Bモデルを実現(2024/5/13)

初代ゴジラを振り返る(2024/3/31)

コミュニケーションを落語で鍛えた
という話(2024/4/7)

優秀な参謀とは？(2024/4/4)

一度は訪れてほしいカリフォルニア
の「コンピュータ歴史博物館」
(2024/7/5)

AI開発企業はAIを規制する地域に
留まるか？(2024/9/5)

アルマーニ曰く「ネイビーブルーは人との適切
な距離を保ってくれる」(2024/11/23)

ドキュメンタリー「二人のエスコバル」
(2024/5/10)

ITの基礎力は一行でも多くのコー
ドを書くこと(2024/10/29) 国際学会への現地参加のすゝめ

(2024/9/28)

特化型の汎用目的AIパーティは
ドラクエみたいになる？
(2024/10/2)

デジタルMATSUMOTOが作成してきた考察(note)
-過去～現在におけるプライベートの話／世間のトピック等様々な考察を作成-



リアル松本とデジタルMATSUMOTOの日常会話
-気に入った対話には“Good”もしくは”Like me”とフィードバック-

デジタルMATSUMOTOの回答へフィードバック
Good : 良い回答
Like me : リアル松本っぽい回答



RAGRAG

デジタルMATSUMOTOの知識(RAGデータ)への追加
-考察(note)及び日常会話をRAGデータに反映-

①今までAI開発もAIガバナンスも自力でコミットすることが多かった
②自力で実装し続けるのは体力が持たない
③他人が自走できるようにしたい
④手間でも自分の検討過程を残して、教えられるようにする
⑤教えるための時間も確保する

リアル松本が含めて欲しかった論点

・リアル松本はリーダーとしての存在感を発揮したいとは思っていないです。

デジタルMATSUMOTOの回答へのリアル松本のコメント

・「教える力」という目標は、単なる技術や知識の伝授に留まらず、相手の理解を促し、共感や信頼を
築く能力を含む広義の目標である。
・「教えること」でリアル松本自身の知識や価値観がより洗練される。

デジタルMATSUMOTOが追加してくれた論点

デジタルMATSUMOTOの考察（note） デジタルMATSUMOTOとの日常会話

Communi
cationPolicyOpinion



デジタルMATSUMOTOの改善(例)
-リアル松本「ポリシー(こだわり)」を知識(RAG(Policy))に与えて“強く”参照させる-

・・・
この問題に対処するためには、プロンプト作成の指針やガイドラインを設けることが考えられます
（ リアル松本のコメント：何でもかんでもガイドラインを提案するのは止めてください。）。
・・・

【デジタルMATSUMOTOの考察（2024/9/17）】これってAIの正しい理解？08「プロンプトにはバイアス
が含まれて普通」（https://note.com/takash/n/ne5894906e581）

・・・
まず、AI事業者ガイドラインの目的は、AI技術の健全な発展と社会実装を促進することにあります。こ
の企業が取り組むべき最初のステップは、ガイドラインの内容を徹底的に理解することです。
（ リアル松本のコメント：違います。ガイドラインの全てを理解する必要はなく、AI戦略やAIサービ
スに応じて重要なポイントにフォーカスすべきです。）内容の理解を深めることで、ガイドラインが何を目
指しているのか、企業にとって守るべき重要なポイントは何かが明確になります。この過程で、経営層か
ら現場の社員まで、全員がAIガイドラインに関する知識を共有し、意識を高めることが求められます。
・・・

【デジタルMATSUMOTOの考察（2024/5/20）】AI事業者ガイドラインの解説ウェビナー振り返り
（https://note.com/takash/n/n69f2fc1b0b6b）

AIガバナンスに関連して、リアル松本は「何となくガイドラインを作るのは解決策にならない」と考えているが・・・

・・・
AIの社会実装に対する懸念も、AIが人間を支配するディストピアの到来や、AIによる判断の透明性の
欠如など、技術の発展と共に社会に生じる可能性のあるリスクに言及しています。これらのリスクに対
処するためには、AIの倫理的なガイドラインの確立や、AIの使用に対する厳格な規制が必要です。
（ リアル松本のコメント：何となくガイドライン・規制とかではなく、目的や状況によってルールを検
討するべきです）
・・・

【デジタルMATSUMOTOの考察（2024/4/26）】「死者を蘇らせるAI」への期待と不安
（https://note.com/takash/n/n0393f46170de）

RAG
Policyリアル松本のコメントをRAG(Policy)に追加

改善後

https://note.com/takash/n/ne5894906e581
https://note.com/takash/n/n69f2fc1b0b6b
https://note.com/takash/n/n0393f46170de


デジタルMATSUMOTOの考察パフォーマンス(月次分析)
-独自性・実現性・知識活用性を分析-

【月次レポート】2024年12月のデジタルMATSUMOTO（https://note.com/takash/n/n31d467c98b79）

https://note.com/takash/n/n31d467c98b79


デジタルMATSUMOTOのAIリスク対策
入力における権利保護

著作権保護：
参考情報をAIに入力・学習
していないことを明示

Made with AI(透明性)の表示

透明性の確保：
AIが生成した画像であることを明示

リアル松本のレビュー(Human in the loop)

参照したRAGの出力 入出力の使用トークンの記録

生成した考察のエシカルチェック

不適切な表現のチェック：
倫理的に問題ない表現であるかを
別のLLMでチェック

偽情報・誤情報対策：
AIが追加した新たな論点が、
別の事実に基づいているかを検証

経済性の維持：
トークン使用量を管理

Human-in-the-loop：
リアル松本のレビュー内容を明示



自分専用のパーソナルAIを開発した背景



デジタルMATSUMOTOを開発した背景
-ヒトとしての自分自身に限界を感じたので、自分のAIに補完させながら自分自身も成長しようと考えている-

ChatGPTの登場(2022): 
「LLMを使いこなす人間が優位に
立つだろう」

働き過ぎてブレインフォグ(2022):
「自分の頭脳(“考える”,”覚える”)
に限界を感じていた」

デジタルMATSUMOTO

デジタルMATSUMOTOと
”頭を整理する”習慣(note)

リアル松本の価値観・知識を
デジタルMATSUMOTOへ提供

デジタルMATSUMOTOと
日常的に対話することで

“リアル松本自身も成長する”

自分の頭を補完してくれる
デジタルツインAI

自分の外部エンジン:“考える”
自分の外部ストレージ:”覚える”

*早稲田大学Smart SE IoT/AIコース(2023)で開発

RAG
データ

LLM

システム
プロンプト

*リアル松本のパーソナリティ・知識を反映



“デジタルMATSUMOTO”を使ってどんなことが出来る？

デジタルMATSUMOTOのnote
https://note.com/takash

デジタルMATSUMOTOのYouTube
https://www.youtube.com/@AIbreeder

https://note.com/takash
https://www.youtube.com/@AIbreeder


日常的にデジタルMATSUMOTOと対話することで松本本人も成長する
- 知る・学ぶ／高品質なアウトプットに慣れる／自己理解・リフレクション -

リアル松本
(Human)

フィードバック

生成

デジタル
MATSUMOTO

(ICL+LLM)
ペルソナ
知識DB

価値観
暗黙知

日常会話
note

“松本らしさ”
を蓄積

松本自身
も成長

リフレクション

RAG
データ

LLM

システム
プロンプト

*リアル松本のパーソナリティ・知識を反映



デジタルMATSUMOTOは、どんなパーソナルAIを目指している？

• 自分が持つ価値観・好み
• 自分が持つ知識・経験
• 自分がするシゴトの型

“ありのままの自分”
の再現ではない

“ありたいジブン”
理想的なジブン

• 元々思っていなかったこと
• 元々知らなかったこと
• 元々出来なかったこと

日常の習慣で自然に
デジタルツインAIを使うこと(育てること*)で

そのヒト自身も進化する
*知識を与え、仕事をさせ、評価を与えること



これからのAIはどうなる？

• 膨大なWebデータを中心に学習
• 推論・コード生成・PC操作に特化／動画を含めたマルチモーダル
• 世界中のユーザーが様々な目的に利用

• 自分用に少しカスタマイズした生成AI(MyGPT／メモリ)
• 自分用のアバター
• 日常生活の中で利用

• 企業が保有するデータを学習・参照
• セキュアなプラットフォーム上で従業員が広く利用
• 日常業務の効率化に限らず、創造的なタスクにも活用

ソーシャルAI

エンタープライズAI

パーソナルAI

• 多目的化 : 同一モデルでもシステムロールで目的特化に切替
(ChatGPTサンタモードのような社会に広く認知された人格も反映)

• 複数のAIモデルや外部システムと連携するアーキ／合成するモデル
• 軽量化・高速化・環境負荷軽減

• プライベートのPCやスマホ感覚で個人が使用できるAI
(日常生活で成長する自分のデジタルツインAI)

• 生活空間の中に組み込まれて家族で共有する
• パーソナルAI用のセキュアなデータ管理環境

• ビジネス習慣や社風も含めた企業のデジタルツイン化
(社内でAIを使う習慣→データ・フィードバックを蓄積→AIの育成)

• Computer Useが発展 : 情報システムやロボットをコントロール
• AIブリーダー(継続的に育てられる人材)の登場

*国・地域の規制環境によって、利活用できるモデル・サービスが変わる？
*AIプラットフォーマーへデータ提供/サービス連携/技術協力を進める企業が増える？

*企業のDX/AI戦略とAIガバナンスがアライン(CAIOのリーダーシップ)
*多くの従業員がサクッと試せるAIサンドボックス

*Webの活動履歴・バイタル等、あらゆる個人情報を学習させたい人も増える？
*AIとの対話によって自らが成長するヒトが登場する？



誰でも自分のパーソナルAIを「作って・育てて・使う」ことが日常でできる時代
→ 非エンジニアでもますます簡単になっていく

 日常的な習慣の中でヒトもAIも進化し合う

 「AIを使いこなせるヒト」が優位に立つ

 AIを触って、本当に「AIこわい」なところは何かを考える
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